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千
葉
県
計
量
協
会
＝
「
新
し

い
計
量
行
政
の
方
向
に
つ
い

て
」
計
量
行
政
審
議
会
の
審

議
経
過
と
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
、
次
の
事
項
の
実
効
あ

る
実
現
策
の
行
動
を
望
み
ま

す
。
①
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
公
開
の
原
則
に
よ
る
情

報
提
供
と
説
明
、
②
地
方
計

量
団
体
の
意
見
・
要
望
の
開

陳
と
集
約
（
ブ
ロ
ッ
ク
と
全

国
）、③
当
局
の
今
回
の
公
開

の
原
則
に
呼
応
で
き
る
か
、

花
日
本
計
量
振
興
協
会
の
真

価
が
問
わ
れ
る
と
き
で
あ

計量士の職域拡大や、適管事業所の自主管理拡大など12件を討議

項
に
関
し
て
は
、
日
計
振
へ

要
望
書
を
出
す
。

　
特
に
、
現
在
審
議
中
で
あ

る
計
量
制
度
の
見
直
し
に
関

し
て
は
、
議
題
提
案
県
の
一

つ
で
あ
る
千
葉
県
計
量
協
会

の
齊
藤
勝
夫
会
長
が
、
①
国

や
地
方
公
共
団
体
は
、
す
べ

て
公
開
原
則
で
き
ち
ん
と
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
、
そ

れ
に
対
し
て
②
我
々
も
大
い

に
も
の
を
言
う
べ
き
で
あ

る
、
③
こ
の
意
見
の
反
映
を

日
計
振
は
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
地
方
あ
っ
て
こ
そ
の
日

計
振
で
あ
る
と
し
「
ぜ
ひ
日

計
振
は
、
私
た
ち
の
意
見
を

ま
と
め
て
審
議
に
反
映
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し

た
。
日
計
振
に
対
し
要
望
書

を
出
す
こ
と
を
参
加
者
全
員

で
決
議
し
た
。

　
次
期
開
催
県
は
、
神
奈
川

県
に
決
ま
っ
た
。（
提
案
議
題

協
議
の
詳
細
は
次
号
以
下
）

　
協
議
終
了
後
、
上
村
雄
彦

千
葉
大
学
大
学
院
公
共
研
究

セ
ン
タ
ー
C
O
E
フ
ェ
ロ
ー

が
「
日
本
が
変
わ
れ
ば
世
界

が
変
わ
る

い
ま
こ
そ
日

本
の
自
立
を

」
の
演
題
で

講
演
し
た
。

　
午
後
5
時
　
分
か
ら
懇
親

30

会
が
開
か
れ
、
情
報
交
換
を

し
た
り
、
交
遊
を
暖
め
た
り

し
た
。提

案
議
題

①
栃
木
県
計
量
協
会
計
量
士

部
会
＝
ス
ー
パ
ー
大
型
店
に

お
け
る
計
量
士
の
活
用
②
埼

玉
県
計
量
士
会
＝
代
検
査
制

度
に
関
わ
る
業
務
領
域
拡
大

に
つ
い
て
③
神
奈
川
県
計
量

士
会
＝
計
量
士
に
よ
る
民
間

活
力
導
入
に
つ
い
て
④
花
神

奈
川
県
計
量
協
会
＝
適
正
計

量
管
理
事
業
所
に
お
け
る
自

主
管
理
の
拡
大
に
つ
て
⑤
長

野
県
計
量
管
理
協
会
＝
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
（
大
型
は

か
り
）
設
置
届
等
の
義
務
化

に
つ
い
て
⑥
花
新
潟
県
計
量

協
会
・
計
量
士
部
会
＝
「
計

量
法
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

集
」
の
公
表
に
つ
い
て
⑦
花

東
京
都
計
量
協
会
＝
地
域
に

お
け
る
計
量
思
想
普
及
活
動

の
事
例
と
取
り
組
み
強
化
⑧

東
京
計
量
士
会
＝
学
校
対
象

の
計
量
知
識
普
及
啓
発
事
業

に
つ
い
て
⑨
花
東
京
都
計
量

協
会
＝
（
報
告
）
寒
暖
計
製

作
教
室
か
ら
出
前
計
量
教
室

へ
⑩
同
＝
ユ
ー
ザ
ー
と
最
も

近
い
計
量
の
安
全
の
担
い

手
、「
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
制
度
の
強
化
発
展
と
活

用
を
願
う
。
⑪
東
京
計
量
士

会
＝
計
量
法
改
正
答
申
作
業

に
あ
た
っ
て
、
望
む
こ
と
⑫
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2
0
0
5
年
度
の
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協
会
･
計
量

士
会
合
同
連
絡
協
議
会
が
　
月
4
日
、
東
京
・
千
代
田
区

10

の
九
段
会
館
で
開
か
れ
た
。　
都
県
か
ら
計
量
協
会
会
員
、

10

計
量
士
な
ど
約
2
5
0
名
が
出
席
し
た
。
同
協
議
会
は
　03

年
か
ら
、
関
東
甲
信
越
地
区
の
計
量
協
会
と
計
量
士
会
の

合
同
会
議
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
第
3
回

合
同
連
絡
協
議
会
と
し
て
花
東
京
都
計
量
協
会
（
渡
部
勉

会
長
）
と
東
京
計
量
士
会
（
白
石
淸
会
長
）
が
合
同
で
開

催
実
行
委
員
会
（
岩
下
貞
治
委
員
長
）
を
組
織
し
て
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
。
全
体
会
議
方
式
で
、
計
量
士
の
職

域
拡
大
や
適
管
事
業
所
の
自
主
管
理
拡
大
、
計
量
法
改
正

へ
の
要
望
な
ど
含
め
て
　
の
議
題
を
討
議
し
た
。
籔
内
雅

12

幸
経
済
産
業
省
計
量
行
政
室
長
が
、
現
在
計
量
行
政
審
議

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
計
量
制
度
の
見
直
し
作
業
の
現
状

を
説
明
し
た
。
上
村
雄
彦
千
葉
大
学
大
学
院
公
共
研
究
セ

ン
タ
ー
C
O
E
フ
ェ
ロ
ー
が
講
演
し
た
。
演
題
は
「
日
本

が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ
る

い
ま
こ
そ
日
本
の
自
立

を

」。
次
期
開
催
県
は
神
奈
川
県
。（
関
連
記
事
2
面
）

計
量
法
改
正
への
要
望
も
出
る

行
政
室
長「
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
協
議
会
か
ら
功
労
者
4
名

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
た
（
氏
名
は
2
面
）。

　
協
議
会
は
、
渡
部
勉
花
東

京
都
計
量
協
会
会
長
と
白

石
淸
東
京
計
量
士
会
会
長

が
共
同
議
長
と
な
り
　
の
12

提
案
議
題
（
別
項
）
を
討
議

し
た
。
内
容
は
、
計
量
士
の

職
域
拡
大
や
、
適
正
計
量
管

理
事
業
所
の
自
主
管
理
拡

大
、
計
量
組
織
の
活
性
化
、

計
量
知
識
の
普
及
、
計
量
法

改
正
へ
の
要
望
な
ど
が
あ

り
、
関
連
す
る
の
議
題
を
一

括
し
て
討
議
し
た
。
要
望
事

る
。
茨
（
仮
称
）
計
量
法
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議

会
の
小
委
員
会
に
呼
応
し
た

項
目
の
検
討
・
集
約
を
行
う

こ
と
、
芋
委
員
に
列
し
て
い

る
の
で
、
傘
下
団
体
に
適
時

適
切
に
説
明
を
行
う
こ
と

　
籔
内
雅
幸
経
済
産
業
省
計

量
行
政
室
長
の
「
計
量
制
度

の
見
直
し
の
現
状
の
説
明
」

と
「
感
謝
状
と
記
念
品
を
受

け
た
方
々
の
氏
名
」
は
、
2

面
に
掲
載
。（
編
集
部
）

計量制度の見直しの状況
を説明する籔内雅幸計量
行政室長協議会のようす


